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「赤ちゃん登校日」事業における交流親子の募集について 

 

いしかわ子育て支援財団では、ＡＣジャパン（旧 公共広告機構）のＣＭ題材にも取り上げら

れた「赤ちゃん登校日」事業を、平成 20 年度より実施しております。 

今年度、新たに 5 市町 5 校で実施することとしており、この事業で児童との交流体験活動に参

加していただける親子（赤ちゃんとその親）を募集します。 

 

１ 事 業 名 「赤ちゃん登校日」事業 
 

２ 事業目的 子ども達一人ひとりが、初めて出会う赤ちゃんやそのお父さんお母さんと向き合

い、ゼロからの人間関係を築く過程で、他人と向き合う際の「基本的なマナー」

や「聴き方」「伝え方」などコミュニケーション（お互いの考えや気持ちを理解

し合うこと）について再考しながら、普段の友達関係や家族関係などに生かせる

人間関係づくりの確かな基礎を築くことを目的としています。 
 

３ 主  催 (公財)いしかわ子育て支援財団 
 

４ 実施校及び期日 (１)羽咋市立余喜小学校   1 回目／平成 26 年 6 月 03 日(火)10:25～12:05  

2 回目／平成 26年 6 月 24 日(火)   〃 
 

(２)津幡町立英田小学校   1 回目／平成 26 年 6 月 12 日(木)10:35～12:15 

        2 回目／平成 26 年 7 月 09 日(水)    〃 
 

(３)志賀町立上熊野小学校  1 回目／平成 26年 6 月 20 日(金)10:25～12:00 

2 回目／平成 26年 7 月 14 日(月)   〃 
 

(４)宝達志水町立押水第一小学校  1 回目／平成 26年 6 月 10 日(火)10:40～12:15 

2 回目／平成 26年 7 月 03 日(木)   〃 
 
  (５)中能登町立鳥屋小学校     ＜今秋実施に向け期日調整中＞ 
 

５ 対象親子 以下の条件を満たす親子が望ましい。 

       ①交流開始時点で生後 4～6 ヶ月の赤ちゃん 

     ②全回とも参加可能であること（当日の急な体調変化による欠席は除く） 

     ③会場となる学校等へ来られること 
 

６ 募集組数及び〆切 (１)羽咋市立余喜小学校   募集組数 親子 12 組 

     (２)津幡町立英田小学校     〃  親子 25 組 

   (３)志賀町立上熊野小学校    〃  親子 11 組  ※いずれも先着制 

   (４)宝達志水町立押水第一小学校    〃  親子 11 組 

(５)中能登町立鳥屋小学校    〃    親子 25 組   
 

７ 申込方法 指定の様式（添付チラシ裏面）にて、郵送またはＦＡＸで下記まで。 

  申込先／(公財)いしかわ子育て支援財団 
 

 

 

(公財)いしかわ子育て支援財団 
［担当 山本(康)］ 

〒920-8201 金沢市鞍月東 2-1 
TEL:076-255-1543／FAX:076-255-1544 



 
実施校 羽咋市立 余喜小学校［５年生］ 
 
会 場 同校 体育館（羽咋市大町コ部 42） 
 
第 1 回 ６月０３日(火) 10：25 ～ 12：05 
第 2 回 ６月２４日(火)      〃 
 
募集数 親子１２組 
 
 
実施校 津幡町立 英田小学校［５年生］ 
 
会 場 同校 体育館（津幡町字能瀬井 36） 
 
第 1 回 ６月１２日(木) 10：35 ～ 12：15 
第 2 回 ７月０９日(水)      〃 
 
募集数 親子２５組 
 
 
実施校 志賀町立 上熊野小学校［５・６年生］ 
 
会 場 同校 体育館（志賀町直海ム 16） 
 
第 1 回 ６月２０日(金) 10：25 ～ 12：00 
第 2 回 ７月１４日(月)      〃 
 
募集数 親子１１組 
 
 
実施校 宝達志水町立 押水第一小学校［５年生］ 
 
会 場 同校 体育館（宝達志水町冬野ヲ 2） 
 
第 1 回 ６月１０日(火) 10：40 ～ 12：15 
第 2 回 ７月０３日(木)      〃 
 
募集数 親子１１組 
 
・時間は授業時間を示しています。多少前後する 
 場合がありますのでご了承ください。  
・上記 4 校の他、【中能登町立鳥屋小学校】でも 
 今秋実施を予定。詳細が決定次第ご案内します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

裏面の申し込み欄に必要事項を記入のうえ、 
 FAX もしくは郵送して下さい。 

<各校分それぞれ先着制で受け付けます。> 
 

  ※申込書は下記ホームページでもダウンロードが 
   できます。 
  ※お申し込みに際しては、条件等をご確認下さい。 

※各校〆切後、詳細についてご連絡差し上げます。 
 

公益財団法人いしかわ子育て支援財団 
〒920-8201 金沢市鞍月東２－１  ホームページ： http://www.i-oyacomi.net 

TEL：０７６－２５５－１５４３  FAX：０７６－２５５－１５４４ 

☆お出迎え・受付 

☆授業 

①復習／そばにいる人とステキな時間を過ごすには？ 
・人とかかわる時のマナーは？ 
・コミュニケーションってどんなこと？ 

②交流／赤ちゃん・お母さん達とのふれあい体験 

☆お別れ・お見送り 
 
※「赤ちゃん登校日」実施にあたっ 
 ては、プログラムの提唱者である 

鳥取大学 高塚人志 准教授に、 
アドバイザーとして関わって 
頂きます。（写真） 
 

※ふれあい体験中は、アドバイザー 
の指導を受けた担当者が、会場を 
コーディネイトします。 

写真／過年度「赤ちゃん登校日」より 



・児童・生徒は、事前にコミュニケーションや身だしなみ、衛生や赤ちゃんの安全について学習した上で、 

関わり体験に臨みます。 

・会場は各校の体育館を予定しています。（クッションマット敷、授乳スペースも用意します。） 

・実質的な交流（赤ちゃんと関わる）時間は、約 30 分程度です。 

・当日は公開授業となります。（報道関係者が取材する可能性があるほか、教育・児童福祉関係者などが 

研修を兼ねて様子を見学します。） 

・今後の活動啓発に使用する目的で、関わり体験の様子を主催者が撮影いたします。申し込み多数の場合は 

撮影をご了解頂ける方を優先させて頂きますのでご了承下さい。 

・活動に際しては傷害保険に加入します。但し、来校途上の自家用車事故はその対象には含まれません。 

・必要に応じ託児室をご用意します。（赤ちゃんとの交流時間中、赤ちゃんのご兄姉をお預かりします。） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 プログラムの効果を高めるため、次のような赤ちゃん・お父さん・お母さんをお待ちしています。 
 
１ まだ歩くことのできない赤ちゃんであること（ゆったりとかかわることができるようにするためです。） 
２ 全回参加可能予定であること（当日の急な体調の変化による欠席は除きます。） 
３ 自力で会場へ来られること 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※上記の他に、ご不明点がございましたら、お気軽に下記までお問い合わせ下さい。 

 

 

 

■「赤ちゃん登校日」参加申込書■ 

参 加 
学 校 

※いずれかに○を付けて下さい。（複数可）  
・羽咋市立 余喜小学校 ・津幡町立 英田小学校 ・志賀町立 上熊野小学校 ・宝達志水町立 押水第一小学校 

参加者 

氏 名 

※父母揃ってご参加いただける場合は、両名のお名前をお書き下さい。また、「ふりがなも」おねがいいたします。      

参加保護者/             赤ちゃん/       （生年月日 H26 ．11．11） 

連絡先 

〒    -     
 
 
 

TEL/（    ）   －      携帯電話（緊急連絡用です。） /      －        － 

交通手段 ※いずれかに○を付けて下さい。      ・自家用車    ・公共交通機関    ・徒歩 

撮 影 ※いずれかに○を付けて下さい。      ・ＯＫ      ・ＮＧ   

託児室 ※いずれかに○を付けて下さい。      ・利用しない   ・利用する（お名前        生年月日     ） 

この情報やチラシ・申込書はどこで入手しましたか？（例：ホームページを見て） 

 

■申し込み先■ (公財)いしかわ子育て支援財団       FAX:076-255-1544 

子ども達一人ひとりが、初めて出会う赤ちゃんやそのお父さんお母さんと向き合い、ゼロからの人間関係構築を試

行する機会を提供するものです。活動をとおして、他人と向き合う際の「基本的なマナー」や「聴き方」「伝え方」な

どコミュニケーション（お互いの考えや気持ちを理解し合うこと）について気づき学び試行し、普段の友達関係や家

族関係など「身近な人との関わり」について再考します。この効果を高めるため、次のことを大切にしています。 

①人と接する上でのマナーや、相手の気持ちを汲み取ったり、自分の気持ちを伝えたりする「コミュニケーション」 

について事前に学習した上で、赤ちゃんやお父さんお母さんとの関わり体験授業に臨む 

②原則として、パートナー(関わる相手)を固定して定期的・継続的に活動 

これら、座学（再考／ふりかえり）と体験（試行）を繰り返しながら子ども達の心を内側から揺さぶり、それぞれ

の生き方や人間関係づくりの確かな基礎を育むことを目的としています。 

これまでに赤ちゃんを連れて参加いただいたお父さんお母さんから、次のような感想が寄せられています。 
 

「一生懸命向き合う子ども達を見ていると、我が子の成長した姿をイメージすることができた。」 

「改めて我が子への愛情を実感した。パートナー(関わる相手／子ども)に可愛がってもらい嬉しかった。」 

「子ども達の成長に役立てたことに満足。子育て生活のリフレッシュにもなったし、毎日の励みにもなった。」 

「ハッとさせられることが少なくなかった。大人(親)も大切なことを学べるとても良い機会。」 

＜その他＞ 
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